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日
本
共
産
党
上
越
地
区
委
員
会
は
４
日
、
く
び
き
野

森
林
組
合
、
Ｊ
Ａ
え
ち
ご
上
越
と
懇
談
会
を
行
い
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
側
か
ら
は
か
わ
え
明
美
参
院
比
例
代

表
予
定
候
補
と
市
議
団
（
樋
口
議
員
は
視
察
の
た
め
欠

席
）
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

く
び
き
野
森
林
組
合
と
の
懇
談
（写
真
上
）
で
は
田
中
弘

邦
組
合
長
が
、
「
（
森
林
振
興
に
つ
い
て
は
）
一
見
追

い
風
の
形
だ
が
、
現
実
的
に
は
振
興
策
の
中
身
が
乏
し

い
」
「
公
共
的
な
建
物
は
地
元
木
材
を
使
う
こ
と
を
原

則
に
す
る
。
入
札
の
時
に
そ
れ
を
条
件
に
し
て
ほ
し

い
」
「
組
合
の
本
命
は
森
林
整
備
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
て
、
請
負
工
事
と
か
林
業

廃
棄
物
の
処
理
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
る
」
な
ど
と
の

べ
ま
し
た
。
懇
談
は
森
林
の
果
た
す
役
割
、
県
産
材
の

活
用
な
ど
で
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
国
政
、
県

政
、
市
政
の
場
で
こ
れ
ま
で
日
本
共
産
党
が
提
起
し
て 

 

 

き
た
政
策
と
一
致
で
き
る
点
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し

た
。 

 

Ｊ
Ａ
え
ち
ご
上
越
と
の
懇
談
（写
真
下
）
で
は
市
橋
定
吉

理
事
長
か
ら
ま
ず
、
全
国
農
協
中
央
会
の
大
会
で
志
位

委
員
長
が
来
賓
挨
拶
し
た
時
、
拍
手
や
ど
よ
め
き
が
起

き
た
様
子
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
時
代
の
変
化

を
感
じ
ま
し
た
ね
。 

 

そ
の
後
、
民
主
党
政
権
下
で
の
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス

米
の
問
題
、
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
の
問
題
、
地
域
農
業
の

担
い
手
を
ど
う
す
る
か
、
農
地
保
全
と
中
山
間
地
対
策

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
こ
の
懇
談
で
も

農
業
所
得
補
償
、
価
格
保
障
制
度
の
充
実
や
農
畜
産
物

輸
入
反
対
な
ど
で
基
本
的
な
一
致
が
あ
る
こ
と
を
確
認

で
き
ま
し
た
。 

 
両
組
織
と
の
懇
談
は
と
て
も
有
意
義
で
し
た
。
今
後

も
懇
談
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

     
 

 

シ
リ
ー
ズ 

上
越
市
内
の
橋 

 
 
 
 
 
 
 

第
25
回 

 

八
反
田
橋 

  

「
八
反
田
橋
」
と
書
い
て
「
は
っ
た
ん
だ
ば
し
」
と
読
み

ま
す
。
柿
崎
区
の
柿
崎
川
に
か
か
っ
た
橋
で
す
。
近
く
に

「
八
反
田
」
と
い
う
小

字
が
あ
り
ま
す
。
上
杉

謙
信
の
重
臣
柿
崎
和
泉

守
景
家
に
よ
っ
て
建
立

さ
れ
た
曹
洞
宗
の
寺

院
・
楞
厳
寺
（
り
ょ
う

ご
ん
じ
）
は
、
こ
の
橋

か
ら
歩
い
て
５
分
ほ
ど

の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。 

 

橋
長
は
約
16
メ
ー

ト
ル
。
竣
工
は
１
９
７

８
年
（
昭
和
53
年
３

月
）
で
す
。 

 

森
林
振
興
、
農
業
振
興
政
策
で
意
見
交
換 

 
 

 
日
本
共
産
党
と
く
び
き
野
森
林
組
合
、
Ｊ
Ａ
え
ち
ご
上
越 

 新しい本の紹介です。『集落再

生と日本の未来』という本が自治

体研究社から２月１０日過ぎに発

刊されます。 

 この本は高齢化、担い手不足な

どの困難をかかえた集落をどのよ

うに持続させるか、再生させるか

を長野阿智村、京都南丹後市等各

地の事例をもとに示しています。 

 私もこの本の中で清里区の櫛池

地区農業振興会の取り組みを紹介

しています。ぜひご一読くださ

い。定 価 は １ ８ ０ ０ 円  （税

別）。ご希望の方は橋爪までご連

絡ください。 

新春の集いのご案内 

 

 日時 ２月２１日（日）午後１時半から 

 ところ 吉川多目的集会場和室 

 主催 日本共産党吉川支部・橋爪法一後援会 

 会費 １人 １０００円 
 

 橋爪からの議会報告、上野市議の党大会参加

報告、その他、クイズなど楽しい遊びも。飲み

物、漬物などの持ち込み歓迎です。 


